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津
幡
町
の
六
地
蔵 

 

滝
本 

や
す
し 

 

は
じ
め
に 

六
地
蔵
は
主
に
火
葬
場
に
造
立
さ
れ
た
。
石
川
県
津
幡
町
に
は
現
在
火
葬
場
は
無
く
、

昭
和
四
十
六
年
か
ら
同
じ
河
北
郡
内
に
あ
る
内
灘
町
の
河
北
斎
場
利
用
と
な
っ
て
い
る
。

津
幡
町
の
石
仏
は
『
野
仏
』(

平
成
四
年
三
月
、
津
幡
町
公
民
館
発
行)

に
報
告
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
婦
人
ボ
ラ
ン
テ
ｲ
ア
た
ん
ぽ
ぽ
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
、
十
年
の
歳
月
を
か
け
、

同
一
箇
所
に
つ
い
て
数
回
の
調
査
が
さ
れ
た
詳
細
な
報
告
書
で
あ
る
。
こ
の
資
料
な
ど
を

参
考
に
、
津
幡
町
の
旧
火
葬
場
跡
な
ど
に
残
さ
れ
て
い
る
六
地
蔵
を
訪
ね
た
。
私
も
同
一

箇
所
を
複
数
回
調
査
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
思
う
よ
う
に
聞
き
取
り
調
査
が
で
き
ず

祭
礼
等
が
現
在
も
続
け
ら
れ
て
い
る
か
等
に
つ
い
て
は
多
く
の
箇
所
で
不
明
で
あ
る
。 

①
津
幡
町
字
領
家
墓
地 

 

角
柱
型
浮
彫
り
立
像 

墓
地
内
に
露
座
で
並
ん
で
い
る
。『
野
仏
』
に
よ
る
と
、
昭
和
五
十
年
頃
に
旧
火
葬
場
よ

り
、
隣
接
す
る
現
在
地
へ
移
さ
れ
た
。
左
端
の
一
体
の
側
面
に
「
明
治
四
十
五
年
四
月
／

管
田
吉
三
郎
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。 

②
津
幡
町
字
能
瀬
墓
地 

 

丸
彫
り
立
像 

 

墓
地
の
一
角
の
小
堂
内
に
納
め
ら
れ
て
い
る
。「
六
地
蔵
の
遷
座
」
と
書
か
れ
た
由
緒
が

掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
昭
和
二
十
五
年
頃
に
区
内
の
六
氏
に
よ
っ
て
旧
火
葬
場
前
に
造
立
さ

れ
、
昭
和
五
十
六
年
に
現
在
地
へ
移
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

③
津
幡
町
字
舟
橋
旧
墓
地
・
旧
火
葬
場 

 

舟
光
背
型
浮
彫
り
立
像
五
体 

 

旧
火
葬
場
跡
に
小
堂
が
建
て
ら
れ
て
お
り
、
十
三
体
の
地
蔵
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。
左

端
に
一
石
二
尊
、
右
端
に
一
石
三
尊
の
小
さ
な
舟
光
背
型
浮
彫
り
地
蔵
立
像
が
み
ら
れ
る
。

破
損
が
激
し
い
が
、
側
面
が
不
自
然
に
削
り
落
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
も
と
は
一
石

六
地
蔵
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
も
と
も
と
こ
の
場
所
に
造
立
さ
れ
て
い
た

の
か
、
他
所
か
ら
移
さ
れ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。 

④
津
幡
町
字
庄
旧
墓
地
・
旧
火
葬
場 

 

角
柱
型
浮
彫
り
立
像 

 

旧
火
葬
場
跡
の
堂
内
に
、
大
き
な
丸
彫
り
地
蔵
立
像
と
共
に
残
さ
れ
て
い
る
。
最
初
は

丸
彫
り
地
蔵
の
み
が
堂
に
納
め
ら
れ
た
が
、
そ
の
後
大
き
な
堂
に
建
て
替
え
ら
れ
六
地
蔵

も
い
っ
し
ょ
に
納
め
ら
れ
た
。
丸
彫
り
地
蔵
の
台
石
に
「
文
化
五
戊
辰
四
月
／
庄
若
連
中
」

と
刻
ま
れ
て
い
る
が
、
六
地
蔵
は
無
銘
で
あ
り
、
造
立
年
代
は
そ
れ
よ
り
も
尐
し
下
る
と

思
わ
れ
る
。 

⑤
津
幡
町
字
清
水
旧
墓
地
・
旧
火
葬
場 

 

角
柱
型
浮
彫
り
立
像 

 

『
野
仏
』
に
よ
る
と
、
も
と
は
旧
火
葬
場
に
造
立
さ
れ
て
い
た
。
津
幡
小
学
校
建
設
の

際
に
阿
弥
陀
如
来
と
共
に
鷹
の
松
墓
地
へ
移
さ
れ
た
が
、
昭
和
三
十
年
頃
、
旧
地
に
近
い

現
在
地
に
小
堂
を
建
て
て
戻
さ
れ
た
。
六
地
蔵
は
三
体
ず
つ
台
石
に
乗
せ
ら
れ
て
お
り
、

右
の
台
石
正
面
に
「
天
保
十
三
年
／
寅
二
月
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。 

⑥
⑦
津
幡
町
字
津
幡
路
傍 

 

丸
彫
り
立
像
二
組 

 

倉
見
へ
と
続
く
旧
道
沿
い
の
堂
内
に
十
九
体
の
地
蔵
が
納
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に

丸
彫
り
の
六
地
蔵
立
像
が
二
組
み
ら
れ
る
。
こ
の
場
所
に
は
も
と
は
一
体
の
地
蔵
が
置
か

れ
て
い
た
が
、
大
き
な
地
蔵
堂
が
建
て
ら
れ
近
隣
の
地
蔵
十
八
体
が
集
め
ら
れ
た
。 
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後
列
の
大
き
な
六
地
蔵
は
、
現
在
の
墓
地
に
隣
接
し
て
い
た
旧
火
葬
場
か
ら
移
さ
れ
た
。

『
野
仏
』
に
は
慶
応
四
年
銘
が
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
常
時
施
錠
さ
れ
て
い
る
の
で
確
認

で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
前
列
の
小
さ
な
六
地
蔵
も
他
所
か
ら
移
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

も
と
の
所
在
地
は
不
明
で
あ
る
。 

⑧
津
幡
町
字
加
賀
爪
路
傍 

 

角
柱
型
浮
彫
り
立
像 

 

津
幡
中
学
校
脇
の
延
命
地
蔵
堂
内
に
い
っ
し
ょ
に
納
め
ら
れ
て
い
る
。
六
地
蔵
と
大
き

な
丸
彫
り
地
蔵
は
、
も
と
は
共
同
墓
地
に
隣
接
す
る
火
葬
場
に
置
か
れ
て
い
た
が
、
明
治

以
降
移
転
を
く
り
返
し
、
昭
和
四
十
年
頃
に
現
在
地
へ
移
さ
れ
た
。 

⑨
⑩
⑪
⑫
津
幡
町
字
倉
見
旧
火
葬
場 

 

角
柱
型
浮
彫
り
立
像
四
組 

津
幡
町
倉
見
は
、
吉
ケ
谷
内
、
宮
谷
、
出
村
、
番
道
、
大
谷
内
の
各
集
落
か
ら
な
っ
て

い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
集
落
の
墓
地
に
火
葬
場
が
あ
っ
た
が
、
昭
和
初
期
に
一
ヶ
所
に
ま
と

め
ら
れ
た
。
そ
の
際
、
そ
れ
ぞ
れ
の
火
葬
場
に
置
か
れ
て
い
た
石
仏
も
こ
の
場
所
へ
移
さ

れ
た
。
し
か
し
大
谷
内
の
火
葬
場
に
あ
っ
た
阿
弥
陀
如
来
だ
け
は
ど
う
し
て
も
動
か
せ
ず
、

現
在
で
も
大
谷
内
の
火
葬
場
跡
に
置
か
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
な
お
火
葬
場
は
一
ヶ
所
に
ま

と
め
ら
れ
た
が
、
墓
地
は
各
集
落
に
残
さ
れ
て
い
る
。
地
蔵
広
場
と
呼
ば
れ
る
こ
の
場
所

に
は
木
造
の
建
物(

庵)

が
建
て
ら
れ
て
い
た
が
、
取
り
壊
さ
れ
て
い
る
。
現
在
は
木
造
の

小
堂
が
建
て
ら
れ
て
お
り
、
丸
彫
り
の
阿
弥
陀
如
来
立
像
一
体
と
丸
彫
り
の
地
蔵
立
像
二

体
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
堂
の
右
手
に
は
、
角
柱
型
の
浮
彫
り
六
地
蔵
が
四
組
並

ん
で
い
る
。
こ
の
六
地
蔵
も
、
近
年
そ
の
位
置
が
ず
ら
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
堂
内
の
阿

弥
陀
如
来
は
宮
谷
の
火
葬
場
か
ら
移
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
両
脇
の
地
蔵
二
体
は
何
処
の
火

葬
場
に
あ
っ
た
も
の
か
不
明
で
あ
る
。 

堂
の
す
ぐ
右
手
の
六
地
蔵
は
「
倉
見
吉
ケ
谷
内
」「
嘉
永
七
年
寅
二
月
建
之
」
と
刻
ま
れ

て
い
る
。
他
の
三
組
は
一
列
に
並
べ
ら
れ
て
お
り
、
左
の
六
地
蔵
は
「
倉
見
村
宮
谷
／
同

行
中
」「
文
久
二
年
壬
戌
正
月
建
之
」、
中
央
の
六
地
蔵
は
「
倉
見
出
村
」「
嘉
永
二
己
酉
年

十
一
月
立
之
」
、
右
の
六
地
蔵
は
「
番
道
同
行
中
」
「
嘉
永
六
年
丑
正
月
立
之
」
と
刻
ま
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
四
組
の
六
地
蔵
は
ほ
ぼ
同
寸
で
同
一
の
手
法
、
そ
し
て
同
時
期
の
造
立

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
じ
の
石
工
の
作
と
思
わ
れ
る
。
寒
念
佛
業
に
よ
っ
て
集
め
ら
れ
た

資
金
で
、
各
集
落
の
火
葬
場
に
順
番
に
造
立
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

⑬
津
幡
町
字
川
尻
墓
地
・
旧
火
葬
場 

 

丸
彫
り
立
像 

 

墓
地
向
か
い
の
旧
火
葬
場
跡
に
、
他
一
体
の
地
蔵
と
共
に
納
め
ら
れ
て
い
る
。
地
蔵
堂

の
前
に
案
内
板
が
立
て
ら
れ
て
お
り
、
大
正
五
年
に
亡
く
な
っ
た
子
供
の
供
養
の
た
め
、

家
族
に
よ
っ
て
造
立
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

⑭
津
幡
町
字
南
中
条
墓
地 

 

丸
彫
り
立
像
三
体 

 

『
野
仏
』
に
は
旧
火
葬
場
跡
に
三
体
の
地
蔵
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
鉄
道
建
設
に
伴
い
、

明
治
二
十
五
年
頃
に
旧
々
火
葬
場
か
ら
移
動
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
調
査
に
向
っ
た
が
、

旧
火
葬
場
跡
に
は
見
当
た
ら
ず
、
近
く
の
墓
地
入
り
口
へ
移
さ
れ
て
い
る
の
を
確
認
し
た
。

こ
れ
ら
の
三
体
は
、
同
寸
、
同
一
手
法
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
物
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、

六
地
蔵
の
う
ち
の
三
体
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
後
に
三
体
が
失
わ
れ
た
の
か
、
最
初
か
ら

三
体
し
か
造
ら
れ
な
か
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。 

⑮
津
幡
町
字
太
田
旧
墓
地
・
旧
火
葬
場 

 

角
柱
型
浮
彫
り
立
像 

 

現
在
の
墓
地
の
裏
手
の
う
っ
そ
う
と
し
た
竹
林
の
中
に
旧
火
葬
場
跡
が
あ
り
、
他
二
体

の
地
蔵
と
共
に
露
座
で
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
六
体
の
各
側
面
に
明
治
八
年
か
ら
大
正
十
二

年
に
か
け
て
亡
く
な
ら
れ
た
九
名
の
方
々
の
戒
名
が
刻
ま
れ
て
お
り
、
右
端
の
一
体
の
側

面
に
「
大
正
十
二
年
四
月
建
立
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。 

⑯
津
幡
町
字
八
ノ
谷
旧
火
葬
場 

 

角
柱
型
浮
彫
り
立
像 

 

『
野
仏
』
に
は
旧
火
葬
場
跡
に
露
座
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
は
小
堂
が

建
て
ら
れ
て
お
り
、
丸
彫
り
の
地
蔵
二
体
と
共
に
角
柱
型
浮
彫
り
の
六
地
蔵
が
納
め
ら
れ

て
い
る
。
一
体
の
側
面
に
「
昭
和
十
四
年
三
月
建
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。 

⑰
津
幡
町
字
竹
橋
西
墓
地
・
旧
火
葬
場 

 

角
柱
型
浮
彫
り
立
像 

 

竹
橋
西
墓
地
の
一
角
に
、
角
柱
型
浮
彫
り
立
像
の
六
地
蔵
が
残
さ
れ
て
い
る
。
西
墓
地

と
東
墓
地
に
隣
接
し
て
い
た
火
葬
場
は
あ
わ
せ
て
集
落
東
外
れ
の
前
坂
へ
移
さ
れ
た
が
、

西
墓
地
の
六
地
蔵
は
前
坂
へ
移
さ
れ
な
か
っ
た
。
六
体
共
に
持
物
が
不
明
な
ほ
ど
破
損
が

激
し
い
が
、
よ
く
見
る
と
左
か
ら
四
番
目
の
側
面
に
「
享
和
三
歳
■
■
月
…
」
と
刻
ま
れ

て
い
る
の
が
確
認
で
き
る
。『
野
仏
』
に
は
建
立
年
月
日
不
明
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
見
落

と
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
津
幡
町
の
在
銘
石
仏
と
し
て
は
、
倶
利
迦
羅
不
動
寺
境
内
の

不
動
明
王
に
次
い
で
古
い
も
の
で
あ
る
。 
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④庄旧墓地・旧火葬場 

⑤清水旧墓地・旧火葬場 

⑱
津
幡
町
字
竹
橋
東
墓
地
・
旧
火
葬
場 

 

角
柱
型
浮
彫
り
立
像 

 
竹
橋
東
墓
地
の
一
角
に
、
角
柱
型
浮
彫
り
立
像
の
六
地
蔵
が
残
さ
れ
て
い
る
。
火
葬
場

が
前
坂
へ
と
移
さ
れ
た
際
に
、
東
墓
地
に
隣
接
す
る
火
葬
場
に
置
か
れ
て
い
た
六
地
蔵
も

い
っ
し
ょ
に
前
坂
の
火
葬
場
へ
移
動
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
昭
和
四
十
六
年
に
河
北
斎
場
が

新
設
さ
れ
、
も
と
の
場
所
へ
戻
さ
れ
た
。
西
墓
地
火
葬
場
の
六
地
蔵
と
同
じ
く
破
損
が
激

し
い
が
、
ほ
ぼ
同
寸
で
同
様
の
手
法
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
時
期
に
同
じ
石
工
に
よ
っ
て

作
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

⑲
津
幡
町
字
倶
利
伽
羅
路
傍 

 

丸
彫
り
立
像 

 

倶
利
伽
羅
中
ん
坂
の
秀
雅
堂
の
向
か
い
の
堂
内
に
、
丸
彫
り
六
地
蔵
立
像
が
納
め
ら
れ

て
い
る
。
も
と
は
、
高
野
山
真
言
宗
長
楽
寺
の
参
道
脇
の
十
王
堂
の
向
か
い
に
子
安
地
蔵

と
し
て
置
か
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
長
楽
寺
十
王
堂
は
天
保
七
年
に
焼
失
し
て
い
る
の

で
、
六
地
蔵
の
造
立
は
そ
れ
以
前
と
考
え
ら
れ
る
。
長
楽
寺
は
明
治
二
年
十
二
月
、
神
仏

分
離
の
際
に
廃
寺
と
な
り
、
手
向
神
社
の
み
が
残
さ
れ
た
。
倶
利
伽
羅
峠
周
辺
の
石
仏
の

多
く
は
、
廃
仏
毀
釈
の
際
に
個
人
宅
に
隠
し
て
守
ら
れ
残
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
の

六
地
蔵
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
し
て
守
ら
れ
て
き
た
の
か
伝
承
が
無
く
不
明
で
あ
る
。 

⑳
津
幡
町
字
上
藤
又
路
傍 

 

丸
彫
り
立
像 

 

も
と
は
集
落
外
れ
の
湧
水
地
に
置
か
れ
て
い
た
が
、
現
在
は
集
落
内
の
や
や
広
い
場
所

へ
移
さ
れ
て
い
る
。『
野
仏
』
に
は
「
昔
、
集
落
に
赤
痢
が
は
や
っ
た
り
、
水
害
が
あ
っ
た

り
し
た
た
め
集
落
を
守
っ
て
い
た
だ
く
た
め
建
立
し
た
。」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。 

㉑
津
幡
町
字
潟
端
円
照
寺
裏(

所
在
不
明) 

 

角
柱
型
浮
彫
り
立
像 

 

『
野
仏
』
に
は
、
円
照
寺
の
後
ろ
に
六
体
の
角
柱
型
浮
彫
り
地
蔵
立
像
が
報
告
さ
れ
て

い
る
。
調
査
に
向
っ
た
が
、
所
在
を
確
認
で
き
な
い
。
他
所
へ
移
動
さ
れ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
近
所
の
方
々
数
名
に
尋
ね
て
み
た
が
、
皆
さ
ん
「
記
憶
に
な
い
、
た
ぶ
ん
そ
ん

な
の
無
か
っ
た
と
思
う
」
と
返
事
が
返
っ
て
く
る
。『
野
仏
』
に
は
「
建
立
年
月
日 

昭
和

三
十
年
三
月
」
、
「
建
立
者 

酒
井
た
免
」
、
「
長
い
髪
型
を
し
て
い
る
の
は
女
の
人
、
坊
主

頭
は
男
の
人
」
、
「
世
話
人 

円
照
寺
住
職
」
等
々
の
記
述
が
み
ら
れ
る
。
長
い
髪
型
と
あ

る
の
は
、
地
蔵
で
は
な
く
観
音
で
あ
ろ
う
か
。
掲
載
さ
れ
て
い
る
写
真
も
不
鮮
明
で
は
っ

き
り
と
し
な
い
が
、
六
体
の
角
柱
型
浮
彫
り
地
蔵
立
像
の
よ
う
に
見
え
る
。 

お
わ
り
に 

 

津
幡
町
に
は
角
柱
型
浮
彫
り
の
石
仏
が
多
く
み
ら
れ
る
。
二
十
一
組
の
六
地
蔵
の
う
ち

十
三
組
が
こ
の
型
で
あ
る
。
津
幡
町
に
隣
接
す
る
金
沢
市
や
富
山
県
小
矢
部
市
に
も
多
く

の
六
地
蔵
が
確
認
さ
れ
る
が
、
こ
の
型
の
も
の
は
見
ら
れ
ず
、
津
幡
町
特
有
の
形
状
の
よ

う
で
あ
る
。
角
柱
型
浮
彫
り
の
六
地
蔵
を
造
立
年
代
順
に
並
べ
る
と
… 

 

竹
橋
西
墓
地
旧
火
葬
場
→
竹
橋
東
墓
地
旧
火
葬
場(

年
代
は
推
定)

→
加
賀
爪
路
傍(

旧

火
葬
場
よ
り
移
動)

→
清
水
旧
墓
地
旧
火
葬
場
→
庄
旧
墓
地
旧
火
葬
場(

年
代
は
推
定)

→

倉
見
旧
火
葬
場
の
四
組
→
領
家
墓
地(

旧
火
葬
場
よ
り
移
動)

→
太
田
旧
墓
地
旧
火
葬
場
→

八
ノ
谷
旧
火
葬
場
→
潟
端
円
照
寺(

所
在
不
明) 

 

最
も
新
し
い
潟
端
円
照
寺
の
一
組
を
除
く
十
二
組
が
火
葬
場
に
造
立
さ
れ
た
。
さ
ら
に

江
戸
時
代
に
造
立
さ
れ
た
九
組
の
所
在
地
は
、
全
て
北
國
街
道
に
近
い
場
所
に
位
置
し
て

い
る
。
特
に
竹
橋
と
加
賀
爪
は
、
街
道
沿
い
の
宿
場
町
と
し
て
栄
え
た
場
所
で
あ
っ
た
。

当
時
の
津
幡
宿
は
、
現
在
の
加
賀
爪
地
内
に
あ
っ
た
。
ま
た
倉
見
は
五
つ
の
集
落
か
ら
形

成
さ
れ
て
お
り
、
浄
土
宗
の
專
修
道
場(

專
修
庵)

が
置
か
れ
、
浄
土
信
仰
の
聖
地
と
言
え

る
よ
う
な
場
所
で
あ
っ
た
。 
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⑥⑦津幡路傍 ⑧加賀爪路傍 

⑨～⑫倉見地蔵広場(旧火葬場)全景 

⑨倉見地蔵広場(旧火葬場) 旧吉ヶ谷内火葬場の六地蔵 ⑩倉見地蔵広場(旧火葬場) 旧宮谷火葬場の六地蔵 

⑪倉見地蔵広場(旧火葬場) 旧出村火葬場の六地蔵 

                            

                            

⑫倉見地蔵広場(旧火葬場) 旧番道火葬場の六地蔵 
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⑮太田旧墓地・旧火葬場 ⑰竹橋西墓地・旧火葬場 

⑱竹橋東墓地・旧火葬場 ⑲倶利伽羅路傍 

石川県津幡町の六地蔵一覧  2021/11/21 作 成 

                            

番号 所在地 移動状況 形状 造立年 西暦 備考 

 １ 領家 墓地 旧火葬場より移動 角柱型浮彫り立像 明治４５年 1912  

 ２ 能瀬 墓地 旧火葬場より移動 丸彫り立像 昭和   

 ３ 舟橋 旧墓地・旧火葬場 不明 舟光背型浮彫り立像   ５体現存 

 ４ 庄 旧墓地・旧火葬場 ほぼ移動なし 角柱型浮彫り立像    

 ５ 清水 旧墓地・旧火葬場 鷹の松墓地へ移動後、戻された 角柱型浮彫り立像 天保１３年 1842  

 ６ 津幡 路傍 旧火葬場より移動 丸彫り立像 慶応４年 1868  

 ７ 同 移動されているが、旧所在地不明 丸彫り立像    

 ８ 加賀爪 路傍 旧火葬場より複数回移動→現在地 角柱型浮彫り立像 文化１３年 1816  

 ９ 倉見 旧火葬場 倉見吉ヶ谷内旧火葬場より移動 角柱型浮彫り立像 嘉永７年 1854  

１０ 同 倉見宮谷旧火葬場より移動 角柱型浮彫り立像 文久２年 1862  

１１ 同 倉見出村旧火葬場より移動 角柱型浮彫り立像 嘉永２年 1849  

１２ 同 倉見番道旧火葬場より移動 角柱型浮彫り立像 嘉永６年 1853  

１３ 川尻 墓地・旧火葬場 ほぼ移動なし 丸彫り立像 大正   

１４ 南中条 墓地 旧々火葬場→旧火葬場→現在地 丸彫り立像   ３体現存 

１５ 太田 旧墓地・旧火葬場 ほぼ移動なし 角柱型浮彫り立像 大正１２年 1923  

１６ 八ノ谷 旧火葬場 ほぼ移動なし 角柱型浮彫り立像 昭和１４年 1939  

１７ 竹橋 西墓地・旧火葬場 ほぼ移動なし 角柱型浮彫り立像 享和３年 1803  

１８ 竹橋 東墓地・旧火葬場 竹橋前坂火葬場へ移動後、戻された 角柱型浮彫り立像    

１９ 倶利伽羅 路傍 長楽寺参道の子安地蔵堂より移動 丸彫り立像    

２０ 上藤又 路傍 近くの湧水地より移動 丸彫り立像    

２１ 潟端 円照寺(所在不明) 他所(遠方)へ移されたと思われる 角柱型浮彫り立像 昭和３０年 1955  
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上
大
久
保
天
満
宮
の
立
石 

 

平
井 

一
雄 

 

一
、
富
山
市
上
大
久
保
天
満
宮
参
道
の
二
基
の
立
石
に
つ
い
て
詳
述
す
る
。 

伊
藤
曙
覧
著
『
越
中
の
民
俗
宗
教
』
に
よ
る
と
神
社
の
鳥
居
の
前
に
、
よ
く
大
き
な
立

石
が
見
ら
れ
る
。
富
山
県
下
で
は
呉
東
地
域
の
全
域
に
分
布
し
、
射
水
・
砺
波
・
氷
見
で

は
ま
っ
た
く
見
ら
れ
な
い
。 

神
社
建
築
以
前
の
聖
域
を
示
す
も
の
と
い
わ
れ
る
。 

石
仏
研
究
家
の
西
田
栄
一
氏
は
自
然
石
祭
祀
の
磐
座
・
磐
境
（
い
わ
さ
か
）
信
仰
が
鳥

居
・
神
社
の
原
型
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
論
考
さ
れ
て
い
る
。 

上
大
久
保
天
満
宮
の
立
石
は
高
さ
２
・
８
ｍ
、
幅
１
・
８
ｍ
、
厚
さ
１
・
３
ｍ
の
安
産
岩

を
二
つ
に
断
ち
割
り
参
道
入
口
の
左
右
に
立
て
た
も
の
で
、
後
方
の
二
基
の
鳥
居
の
前
に

立
つ
の
で
あ
る
か
ら
、
さ
し
ず
め
一
の
鳥
居
と
い
っ
て
も
よ
い
と
思
う
。 

私
が
見
た
周
辺
神
社
の
立
石
で
は
一
番
大
き
く
て
立
派
な
も
の
で
あ
る
。
二
の
鳥
居
は
、

今
は
石
造
八
幡
鳥
居
で
あ
る
が
前
身
の
木
造
両
部
鳥
居
は
明
治
四
十
二
年
に
建
て
ら
れ
た

と
い
わ
れ
て
い
る
。
後
述
の
資
料
に
よ
り
立
石
建
立
は
明
治
三
十
九
年
頃
と
の
記
述
か
ら

木
造
両
部
鳥
居
以
前
の
建
立
と
な
る
。 

天
満
宮
の
建
立
は
明
和
二
年
（
一
七
六
四
）
と
い
わ
れ
る
か
ら
、
も
っ
と
小
さ
い
立
石

が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

二
、
天
満
宮
拝
殿
の
奉
納
額 

「
大
久
保
天
満
宮
前
立
石
の
い
わ
れ
」 

こ
の
巨
岩
は
大
沢
野
町
幸
町
の
通
称
カ
ン
ゴ
ク
山
に
あ
っ
た
も
の
で
約
十
ト
ン
も
あ
り
ま
す
。

明
治
三
十
九
年
頃
の
春
に
運
び
出
し
建
立
さ
れ
ま
し
た
が
当
時
、
そ
の
作
業
は
困
難
を
き
わ
め

ま
し
た
。
石
に
は
藁
で
編
ん
だ
太
い
縄
を
結
び
つ
け
、
こ
れ
を
乗
せ
る
「
そ
り
」の
代
用
に
は
二
つ
に

割
っ
た
青
竹
（
モ
ウ
ソ
ウ
竹
）
が
用
い
ら
れ
ま
し
た
。
砂
利
道
の
飛
騨
街
道
（旧
国
道
）な
ど
に
こ
の

「
そ
り
」
を
ぎ
っ
し
り
と
敷
き
並
べ
て
は
村
中
の
若
い
衆
は
勿
論
、
年
寄
り
・女
性
ら
が
総
出
で
「よ

い
し
ょ
」「よ
い
し
ょ
」と
一
寸
ず
り
で
引
っ
張
っ
て
来
ま
し
た
。
村
人
達
の
そ
の
時
の
格
好
は
、
は
ち

巻
き
に
た
す
き
が
け
、
そ
れ
に
、
「
わ
ら
じ
ば
き
」
と
い
っ
た
も
の
で
文
字
通
り
必
死
の
作
業
で
し

た
が
音
頭
取
り
の
木
遣
り
も
入
っ
て
実
に
、
に
ぎ
や
か
で
し
た
。
こ
う
し
た
一
大
事
業
は
時
の
総

代
神
保
幾
次
郎
（
神
保
一
郎
氏
の
先
々
代
）
世
話
人
代
表
清
水
長
太
郎
氏
（清
水
邦
光
氏
の
分

家
、
子
孫
は
岐
阜
県
神
岡
町
に
在
住
）
ら
を
中
心
に
進
め
ら
れ
た
も
の
で
大
石
を
運
び
出
す
当

日
は
未
明
近
く
か
ら
行
わ
れ
た
も
の
の
日
も
西
に
暮
れ
る
頃
や
っ
と
天
満
宮
前
に
到
着
そ
の
晩

は
夜
遅
く
ま
で
祝
い
酒
が
ふ
る
ま
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
岩
を
現
在
の
よ
う
な
格
好
に
二
つ
に
割

っ
た
の
は
当
時
乱
積
み
の
名
人
と
い
わ
れ
た
石
工
で
下
大
久
保
一
区
の
浦
田
氏
方
前
に
住
ん
で

い
た
藤
瀬
氏
（上
大
久
保
丹
破
島
八
木
氏
の
娘
婿
で
子
孫
は
長
野
県
に
在
住
）で
し
た
。 

左
右
の
石
を
見
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
精
魂
込
め
て
見
事
真
っ
二
つ
に
割
っ
た
そ
の
腕
は
や
は
り

大
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
ま
す
。 

立
石
の
い
わ
れ
は
宮
総
代
松
本
梅
吉
氏
長
谷
寅
治
を
受
け
て
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
上
大
久

保
部
落
に
は
な
ん
の
古
文
書
も
な
く
古
老
の
記
憶
に
た
よ
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
中
で
も

丌
肖
私
の
父
作
次
の
記
憶
に
お
う
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
こ
と
を
併
せ
て
記
し
て
お
き
ま
す
。 

昭
和
五
十
七
年
三
月 

 

総
代 

神
島
文
一
郎 

ま
た
平
成
元
年
発
行
『
大
久
保
地
区
上
大
久
保
郷
土
誌
』
に
は
次
の
様
に
書
か
れ
て
い

る
。 

「飛
騨
街
道
添
い
の
建
石
」 

天
満
宮
参
道
の
入
口
両
側
の
建
石
は
明
治
三
十
九
年
稲
代
の
監
獄
山
に
あ
っ
た
も
の
を
街
道
に

青
竹
を
敷
き
、
そ
の
上
を
櫨
に
の
せ
て
上
大
久
保
住
民
総
出
で
引
い
て
来
た
物
で
重
さ
約
十
ト

ン
で
石
工
は
当
時
、
上
大
久
保
に
在
住
し
て
い
た
藤
瀬
某
で
あ
っ
た
が
こ
の
石
に
つ
い
て
次
の
よ
う

な
逸
話
が
あ
る
。 

「
石
工
の
藤
瀬
さ
ん
が
石
割
用
矢
を
入
れ
て
日
暮
に
な
っ
た
の
で
そ
の
ま
ま
帰
っ
た
が
翌
日
現

場
へ
行
っ
て
見
る
と
そ
の
石
が
二
つ
に
割
れ
て
い
た
の
で
、
こ
れ
は
神
様
の
力
だ
と
い
っ
て
感
謝
し
た

と
い
う
話
」し
か
し
こ
の
話
の
真
為
の
程
は
定
か
で
な
い
。 

『
大
久
保
地
区
上
大
久
保
郷
土
誌
』
添
付
の
「
明
治
二
十
六
年
以
後
の
町
並
み
の
変
化

そ
の
一
」
に
は
、
前
田
久
義
宅
屋
敶
に
大
正
五
年
藤
瀬
石
工
梅
次
郎
と
記
さ
れ
て
い
る
の

で
、
こ
の
立
石
を
加
工
し
た
石
工
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 
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上大久保天満宮参道入り口の立石 

左立石の矢跡 

天満宮立石のいわれ奉納額 立石を神社より見る 

旧両部鳥居の台石 立石を見る人たち 
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写真１ 中筋往来の馬頭観音 写真３ 二塚西広上の地蔵 

写真２ 三合の名号塔 写真４ 移田八幡宮の絵馬 

石
工
中
田
梅
岸 

 

尾
田 

武
雄 

 

 

昭
和
五
十
五
年
ご
ろ
に
、
地
元
の
太
田
公
民
館
主
事
を
仰
せ
つ
か
っ
て
い
た
。
私
の
母

が
亡
く
な
っ
た
の
が
同
年
五
月
で
も
あ
っ
た
。
当
時
の
金
子
喜
久
子
婦
人
会
長
か
ら
、
太

田
地
区
に
石
仏
が
た
く
さ
ん
あ
る
か
ら
悉
皆
調
査
を
行
い
た
い
と
の
申
し
入
れ
が
あ
っ
た
。

私
は
郷
土
史
や
石
仏
に
関
心
が
あ
り
、
即
座
に
快
諾
し
た
。
地
元
に
は
民
俗
や
郷
土
史
に

詳
し
い
佐
伯
安
一
先
生
が
お
ら
れ
、
そ
の
指
導
の
下
に
調
査
が
行
わ
れ
た
。
砺
波
市
教
育

委
員
会
の
指
導
を
受
け
「
砺
波
市
婦
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
講
座
」
の
一
環
で
、
県
教
育

委
員
会
の
助
成
な
ど
も
受
け
た
。
石
造
美
術
研
究
家
京
田
良
志
先
生
の
講
座
な
ど
も
組
ま

れ
た
。
一
年
で
一
一
九
体
の
調
査
報
告
が
で
き
、
報
告
書
も
発
刊
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
印

象
に
残
る
の
が
中
筋
往
来
西
国
三
十
三
か
所
観
音
石
仏
の
二
十
九
番
馬
頭
観
音
（
写
真
１
）

で
あ
る
。
川
石
の
大
き
さ
の
バ
ラ
ン
ス
よ
く
均
整
の
と
れ
た
石
仏
で
あ
る
。 

こ
れ
は
太
田
地
区
と
中
野
地
区
と
の
村
境
に
あ
り
、
道
端
に
一
体
、
威
風
堂
々
と
鎮
座

さ
れ
て
い
る
。
銘
文
も
正
面
上
部
に
「
廿
九
番
」
、
右
側
面
に
「
石
工
中
田
梅
岸
」、
左
側

面
に
「
松
尾
寺
」
と
あ
り
、
裏
面
に
「
安
政
二
年
卯
二
月 

施
主
宗
右
衛
門
」
と
あ
る
。

こ
の
「
石
工
中
田
梅
岸
」
に
は
、
長
く
気
に
留
め
て
い
た
。
現
在
は
「
中
田
」
の
銘
が
剥

離
し
て
い
る
。 

砺
波
市
三
合
の
信
号
機
の
あ
る
交
差
点
わ
き
に
は
名
号
塔
（
写
真
２
）
が
あ
る
。
こ
こ

に
は
左
側
面
に
「
中
田
梅
岸
」
と
あ
る
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
た
。
ち
な
み
に
横
に
あ
る
阿

弥
陀
如
来
立
像
は
全
体
的
で
古
様
で
あ
る
。
こ
の
梅
岸
の
石
仏
に
つ
い
て
は
、
佐
伯
安
一

先
生
の
写
真
ネ
ガ
の
中
か
ら
、
高
岡
市
二
塚
の
西
広
上
に
あ
る
地
蔵
立
像
を
見
つ
け
た
。

（
写
真
３
）
裏
面
に
は
「
安
政
二
乙
卯
年
八
月
建
之 

石
工
中
田
梅
岸
」
と
は
っ
き
り
刻

ん
で
あ
る
。「
中
田
石
工
梅
岸
」
と
刻
ま
れ
た
石
造
物
は
、
二
体
の
石
仏
と
一
基
の
名
号
塔

が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。 

と
こ
ろ
で
最
近
、
高
岡
市
中
田
の
神
社
調
査
に
同
行
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
中
田
移
田
八

幡
宮
に
所
蔵
さ
れ
る
絵
馬
に
「
梅
岸
画
」
と
署
名
さ
れ
た
黒
馬
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

こ
の
地
区
で
も
著
名
な
絵
師
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
約
四
十
年
か
、
気
に
し
て
い
た

石
工
に
つ
い
て
尐
し
ず
つ
わ
か
り
始
め
た
。 
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第
61
回
例
会
報
告(

高
岡
市
伏
木
の
石
仏
め
ぐ
り)

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

清
水 

邦
彦 

  

私
が
北
陸
に
住
み
始
め
て
二
〇
余
年
が
経
つ
。
Ｊ
Ｒ
氷
見
線
の
駅
が
あ
る
こ
と
か
ら
伏

木
と
い
う
地
名
が
あ
る
こ
と
は
知
っ
て
い
た
が
、
か
つ
て
は
北
前
船
が
立
ち
寄
っ
た
港
町

で
あ
り
、
ま
た
貴
重
な
石
仏
・
石
神
が
多
数
あ
る
こ
と
は
正
直
知
ら
な
か
っ
た
。
と
い
う

こ
と
で
今
回
の
例
会
は
私
に
取
っ
て
大
変
貴
重
な
経
験
で
あ
っ
た
。
以
下
、
滝
本
さ
ん
が

作
成
し
、
当
日
配
布
さ
れ
た
資
料
を
参
考
に
し
つ
つ
、
私
な
り
に
調
査
し
た
石
仏
等
を
紹

介
す
る
。
当
日
は
か
な
り
の
数
の
石
仏
・
石
神
を
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
字
数
を

鑑
み
、
一
部
の
み
紹
介
す
る
。 

○
伏
木
古
府
一
丁
目 

路
傍
／
聖
徳
太
子
二
歳
像 

 

梅
林
寺
（
曹
洞
宗
）
門
前
に
あ
る
小
堂
内
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。
高
さ
は
一
メ
ー
ト
ル

も
な
く
、
赤
い
帽
子
を
被
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ぱ
っ
と
見
、
地
蔵
像
の
よ
う
に
見
え
る

が
、 

袴
を
穿
い
て
い
る
こ
と
か
ら
聖
徳
太
子
二
歳
像
で
あ
る
。
梅
林
寺
関
連
の
も
の
で
な

く
、
真
宗
民
俗
と
し
て
地
元
の
人
々
が
造
立
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
堂
内
に
収
め
ら

れ
て
い
る
石
版
に
は
「
太
子
堂
改
築
／
平
成
十
三
年
六
月
／
串
岡
自
治
会
一
同
」
と
あ
る
。 

 

梅
林
寺
参
道
に
は
、
准
胝
観
音
像
・
双
体
地
蔵
像
・
半
跏
地
蔵
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。 

○
伏
木
古
国
府 

路
傍
／
馬
頭
観
音
像 

 

旧
道
沿
い
の
小
堂
に
三
面
八
臂
の
馬
頭
観
音
像
が
一
体
安
置
さ
れ
て
い
る
。
明
治
時
代
、

伏
木
地
域
に
お
い
て
馬
に
よ
る
輸
送
が
盛
ん
で
あ
っ
た
名
残
で
あ
る
。 

○
伏
木
古
府
元
町 

長
徳
寺
（
曹
洞
宗
）
／
青
面
金
剛
（
庚
申
）
像
・
如
来
形
坐
像
・
地
蔵
像
等 

 

長
徳
寺
（
曹
洞
宗
）
境
内
の
小
堂
に
複
数
の
石
仏
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
如
来
形
坐
像

は
中
世
造
立
と
さ
れ
る
。 

○
伏
木
古
府 

正
法
寺
（
曹
洞
宗
）
／
伏
木
八
十
八
ヶ
所
霊
場
石
仏
等 

 

正
法
寺
（
曹
洞
宗
）
の
裏
手
に
四
国
四
十
八
ヶ
所
を
模
し
た
（
「
う
つ
し
」）
石
仏
群
が

安
置
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
初
期
に
造
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
第
九
番
は
釈
迦
涅
槃
図
を

立
体
的
に
現
し
た
も
の
で
あ
り
、
寝
姿
の
釈
迦
像
の
周
辺
に
は
丸
彫
り
の
人
物
像
・
動
物

像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。 

○
伏
木
一
宮
一
丁
目 

路
傍
／
如
来
形
坐
像
・
五
輪
塔
等 

 
 

万
葉
歴
史
館
近
く
の
路
傍
の
小
堂
に
如
来
形
坐
像
・
五
輪
塔
等
の
中
世
石
造
物
が
安
置

さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
も
赤
い
帽
子
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
。
近
隣
に
は
小
規
模
墓
地
が

二
ヶ
所
あ
る
。
見
た
と
こ
ろ
、
墓
地
は
い
ず
れ
も
寺
と
密
接
に
関
連
し
た
も
の
で
も
な
さ

そ
う
で
あ
っ
た
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
か
つ
て
こ
の
辺
り
は
今
よ
り
広
範
囲
に
亘
っ
て
死
者

供
養
の
場
所
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
し
て
当
該
の
中
世
石
造
物
は
こ
の
辺
り
の
土

中
よ
り
発
掘
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
が
集
め
ら
れ
、
小
堂
に
安
置
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
、
と
い
う
仮
説
を
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。 

○
伏
木
一
宮
一
丁
目 

国
分
寺
（
真
言
宗
）
／
四
国
八
十
八
ヶ
所
霊
場
石
仏
・
半
跏
地
蔵
像
等 

  

伏
木
一
宮
一
丁
目
に
あ
る
国
分
寺
は
、
越
中
国
分
寺
跡
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

薬
師
堂
が
本
堂
の
代
わ
り
と
な
っ
て
い
る
。
木
造
文
殊
菩
薩
坐
像
（
富
山
県
指
定
文
化
財
）

が
著
名
だ
が
、
薬
師
堂
内
に
は
、
こ
れ
以
外
に
も
様
々
な
仏
像
（
木
造
）
が
安
置
さ
れ
て

い
るi

。 

 

境
内
を
囲
む
よ
う
に
、
四
国
八
十
八
ヶ
所
霊
場
石
仏
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く

江
戸
時
代
造
立
で
あ
ろ
う
か
ら
、
国
分
寺
が
江
戸
時
代
に
活
動
し
て
い
た
可
能
性
を
示
唆

し
て
い
る
。 

 

石
仏
群
右
手
に
は
小
堂
が
あ
り
、
約
一
〇
体
の
地
蔵
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
小
堂
の

右
に
は
半
跏
地
蔵
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
（
露
座
）。 

○
伏
木
国
分
二
丁
目 

天
満
社
／
半
跏
地
蔵
像
二
体 

 

天
満
社
の
祭
神
は
当
然
、
菅
原
道
真
で
あ
る
。
注
目
す
べ
き
は
門
前
に
半
跏
地
蔵
像
が

二
体
安
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
左
の
一
体
は
宝
珠
が
欠
け
て
お
り
、
二
体
と
も
摩

滅
が
激
し
い
。
天
満
社
は
、
か
つ
て
近
隣
に
あ
っ
た
八
幡
社
及
び
万
度
社
を
合
祀
し
て
い

る
。
合
祀
さ
れ
た
両
社
は
い
ず
れ
も
そ
の
名
称
か
ら
仏
教
的
神
社
と
想
定
さ
れ
る
。
二
体

の
半
跏
地
蔵
像
は
い
ず
れ
も
両
社
の
ご
神
体
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
が
、
詳
し
い
こ
と

は
分
か
ら
な
い
。 

○
伏
木
中
央
町 
路
傍
／
地
蔵
像
・
阿
弥
陀
像
・
釈
迦
像 

 

地
蔵
堂
に
数
体
の
地
蔵
像
・
木
造
金
色
の
阿
弥
陀
像
一
体
・
木
造
金
色
の
釈
迦
像
一
体



                 北陸石仏の会々報 第６５号  2021/12/15             10 

 

が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
地
蔵
の
利
益
は
火
防
で
あ
る
。 

○
伏
木
古
府
一
丁
目 

路
傍
／
聖
徳
太
子
二
歳
像
・
地
蔵
像 

 
Ｊ
Ｒ
氷
見
線
新
島
踏
切
付
近
の
小
堂
に
聖
徳
太
子
二
歳
像
・
地
蔵
像
が
安
置
さ
れ
て
い

る
。 

○
伏
木
古
国
府 

路
傍
／
聖
徳
太
子
像
等 

 

勝
興
寺
（
浄
土
真
宗
）
の
参
道
沿
い
に
あ
る
太
子
堂
に
聖
徳
太
子
像
等
の
仏
像
が
数
体

安
置
さ
れ
て
い
る
。
聖
徳
太
子
像
は
曲
尺
を
持
っ
て
い
る[

写
真]

。
厩
戸
皇
子
（
五
七
四

～
六
二
二
）
は
没
後
、
聖
徳
太
子
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
種
々
の
伝
承
・
伝
説
が
生

み
出
さ
れ
て
き
た
。
聖
徳
太
子
を
職
人
の
神
様
と
す
る
伝
承ii

も
そ
の
一
つ
で
あ
り
、
さ
ら

に
曲
尺
は
聖
徳
太
子
が
発
明
し
た
と
い
う
伝
説
も
あ
るiii

。
ゆ
え
に
「
聖
徳
太
子
像
が
曲

尺
を
持
っ
て
い
る
」
こ
と
は
奇
異
な
こ
と
で
は
な
い
。
曲
尺
を
持
っ
て
い
る
聖
徳
太
子
像

は
絵
像
に
多
い
が
、
滝
本
さ
ん
に

よ
る
と
、
北
陸
地
方
に
お
い
て
石

造
の
も
の
が
こ
の
事
例
以
外
に
尐

な
く
と
も
二
体
あ
る
そ
う
で
あ
る

（
富
山
県
立
山
町
及
び
福
井
県
あ

わ
ら
市
に
各
一
体
）
。
一
度
、
自
分

の
目
で
当
該
の
二
体
を
確
認
し
た

い
と
思
っ
て
い
る
。  

 i

松
尾
剛
次
『
中
世
叡
尊
教
団
の
全
国
的
展
開
』
（
二
〇
一
七
年
、
法
藏
館
）
に
は
、「
（
補

―
越
中
国
分
寺
に
は
）
現
在
は
鎌
倉
末
期
の
文
殊
菩
薩
像
が
残
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、 

･
･
･

」
（
二
九
三
頁
）
と
あ
る
が
言
葉
足
ら
ず
で
あ
る
。 

ii

吉
原
健
一
郎
「
聖
徳
太
子
と
職
人
」
（
宮
田
登
・
坂
本
要
編
『
俗
信
と
仏
教
』
一
九
九
二

年
、
名
著
出
版
）・
中
上 

敬
一
「
職
人
の
聖
徳
太
子
信
仰
」（
『
日
本
の
石
仏
』
一
三
二
号
、

二
〇
〇
九
年
）
。 

iii

竹
中
大
工
道
具
館H

P

「
曲
尺
の
機
能
」h

t
t
ps
:
/
/w
w
w
.do

u
g
u
k
an.jp/tools/06 

最

終
閲
覧
日
二
〇
二
一
年
一
一
月
二
三
日 

第
61
回
例
会
報
告(

高
岡
市
伏
木
の
石
仏
め
ぐ
り)

 

 

佐
野 

幸
子(

砺
波
市)

 

 

「
北
陸
石
仏
の
会
」
に
初
め
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
10
月
10
日
、
第
61
回

例
会
「
高
岡
市
伏
木
の
石
仏
め
ぐ
り
」
ス
ッ
ゴ
い
ツ
ア
ー
で
し
た
。 

朝
か
ら
夕
方
ま
で
、
ど
れ
だ
け
の
石
仏
を
み
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
人
生
こ
の
年
ま
で
、

知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
な
ん
と
も
素
晴
ら
し
い
会
で
す
。
尾
田
武
雄
大
先
生
、
こ
の
方
に

出
会
わ
な
け
れ
ば
、
こ
ん
な
世
界
を
知
る
事
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

埼
玉
県
か
ら
砺
波
市
に
来
て
も
う
す
ぐ
一
年
で
す
。 

文
化
レ
ベ
ル
の
低
い
私
、
石
仏
だ
け
で
な
く
、
浄
土
宗
・
曹
洞
宗
と
言
わ
れ
て
も
名
前

し
か
知
り
ま
せ
ん
の
で
、
一
つ
一
つ
学
ん
で
い
く
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。 

手
つ
く
り
の
冊
子
、
素
晴
ら
し
い
解
説
と
写
真
も
あ
り
、
実
際
の
石
仏
と
照
ら
し
合
わ

せ
な
が
ら
、
十
七
か
所
廻
り
ま
し
た
。 

特
に
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
正
法
寺
の
四
国
八
十

八
ケ
所
霊
場
石
仏
、
釈
迦
涅
槃
像
。
そ
の
周
辺
に
は

泣
い
て
い
る
人
物
や
動
物
の
石
仏
が
配
置
さ
れ
て
、

お
釈
迦
様
が
亡
く
な
ら
れ
た
と
き
の
物
語
が
描
か
れ

て
ま
す
。
釈
迦
の
母
、
摩
耶
夫
人
が
釈
迦
を
助
け
よ

う
と
天
上
か
ら
薬
を
投
げ
た
が
、
沙
羅
双
樹
に
引
っ

掛
か
り
釈
迦
に
は
届
け
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ

で
「
投
薬
」
と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
た
、
と
い
う
こ

と
を
尾
田
さ
ん
よ
り
お
聞
き
し
ま
し
た
。 

薬
剤
師
で
あ
る
私
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

そ
ん
な
、
素
敵
な
お
話
を
聴
け
る
北
陸
石
仏
の
会

お
仲
間
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
お
世
話
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
次
が
楽
し
み
で
す
。 


